
 

 

 

 

 第 18 回  例 会 報 告  2022.11.18  通算 1905 回 

 

 

・点 鐘          菊地会長 

 

 

・ロータリーソング 

 ｢それでこそロータリー｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソングリーダー 長江 勉会員 

 

 

 

・誕 生 祝 

 伊東 良孝会員  Ｓ23. 11. 24（74歳） 

 和田  優会員  Ｓ21. 11. 6（76 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和田 優会員 

 

 

・結 婚 祝 

 安藤 整治会員  S50. 11. 19（47 年目） 

 高橋 康成会員  S42. 11. 15（55 年目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋 康成会員 

 

・会 長 挨 拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。11月 13日に RLIがありました、

私は 3時限目と 6時限目を担当しました。なぜ、DL

をやったかというと、ベイクラブの森さんから電話

がきて DLに登録してくださいと言われ、いやですと

言ったんですが（笑）登録するだけでいいからとい

われ、登録しました。すると、RLI が開催される 2

週間前ほどに、セッション 1の DLを担当してくださ

いと電話が来ました。という経緯で今回、DLをする



ことになりました。うちのクラブからは長江エレク

トと佐藤真之介会員が出席しました。3 時限目と 6

時限目が担当だったんですが、1 時限目長江さんを

見ていたのですが、余裕で応えていましたが佐藤さ

んはどんだけ調べたのか知らないですが、問いに対

して答えがガチガチの答えが返ってきたので、ちょ

っと意地悪をしてアドリブの質問をしたところ、困

り顔で答えてました。 

本当に学校みたいな感じで、1 日 6 時間、手一杯行

ったので皆さん相当疲れたと思います。 1月と 3月

にパート 1 ・パート 2 とまだ DL をやることになっ

ているので、自分の勉強しながらディスカッション

したいと思います。 

さて、本日の例会、家庭集会報告ですが、2 日目の

佐藤座長の方に出席したのですが、活発な意見が飛

び交っていたので、報告を楽しみにしております。 

佐藤副委員長よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

・幹 事 報 告 佐藤真之介副幹事 代読 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 釧路市民活動センター「わっと」第 113 号だより

が届いております。 

* バギオだよりが届いております。 

* ハイライトよねやまが届いております。 

* ガバナー月信が届いております。レターケースに

入っておりますのでお持ち帰りください。 

* 本日例会終了後に理事会がありますのでよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

・委員会報告 

親睦委員会 亀井 SAAより報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本日のニコニコ献金 

 伊東 良孝会員  誕生祝として 

 和田  優会員  誕生祝として 

 安藤 整治会員  結婚祝として 

 高橋 康成会員  結婚祝として 

 木内 治彦会員  ゴルフコンペで優勝しました。 

 

 

 

 

・韓国友好クラブ委員会 高橋委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国訪問延期のお知らせ。 

 

 

 

 

 

 



・本日のプログラム 

「 家庭集会報告 」 

                 担当 クラブ会報委員会 

◆Ａグループ 発表 長江孝文会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 11日（金）19:00より鴨とり権兵衛 

メンバーは座長の佐藤潤、高橋、木内、前田、発表

者の長江孝文以上 5名。 

「新たな補助金事業を創造する」をテーマに和気あ

いあいとした中で活発な意見が交換されましたの

でいくつかご紹介したいと思います。でた意見を私

の方でまとめましたので若干、意見とは違うものも

あるかも知れませんがそこはご了承ください。 

献血推進事業 

わが南ロータリークラブで毎年、行っている献血例

会ですがこれは現在、南ロータリークラブしか行っ

ておりません。 

この献血例会を他のクラブを巻き込んで補助金事

業とする。 

大きめの会場を借り、当クラブ、他クラブ、そして、

その家族を含めて血液センターよりの講演で私た

ちが学んだ「血液は常に足りない」「血液は人工的

に作ることが出来ない」「血液には使用期限があり、 

期限が切れたものは廃棄する」など献血の大切さを

伝えて貰ったのちに外の献血バスにて献血をし、血

液に必要な成分が多く入っている食事などをする

ような事業は良いのではという意見がありました。 

南ロータリークラブの森事業 

最近、行った事業の中に植樹をする事業があります

がこれを何年、継続的に行う事業です。 

市よりどこかの公園の一角を提供して貰いそこを

南ロータリークラブの森として毎年、植樹をしつつ、

公園の清掃も行う事業です。その場所に花壇を作っ

たりするのも良いのではないかと思います。通常例

会の中での清掃例会時もその周りを清掃し、南ロー

タリークラブの森がきちんと綺麗になってるか?植

樹した木は成長しているか?などの確認をしたりと

通常の例会も考える事が出来ますし、事業としては

子供たちと一緒という考え方も出来ると思います。 

そのような意見もありました。 

現在、少子高齢化社会であり、青少年が犯罪に巻き

込まれてる事件も増えている中で青少年に目を向

けた事業も良いのではないかという意見もありま

した。 

「子どもの健やかな成長を願う支援事業」みたいな

子供たちとの交流とワークショップ(子供と家族と

ロータリーとの体験型の事業) そんな事業で頭に

浮かんだのが青少年の健全な育成をスローガンに

したゴルフ体験事業、プレーを通じてマナー、礼儀、

チャレンジ精神の育成とコミュニケーション能力

の育成を図り青少年の健全育成の支援するような

事業も面白いと思います。今回、職場訪問をしたパ

レスフィールドを利用すれば安全性も高いし、子供

たちも集まりやすいのではないかと思います。幸か

不幸かわがクラブにはゴルフ好きがたくさんいま

すので可能な事業だと思います。あとは講師を呼ん

での「夢」や「仲間の大切さ」をメインにした講演 

事業なんかも良いのではという意見がありました。 

次にいろいろな支援事業の意見もありました。 

北海道難病連釧路支部、スマイルリング釧路、釧路

自主夜間中学すてっぷ、釧路ふきのとう文庫、釧路

社会福祉協議会、釧路市ボランティア連絡協議会な

ど私たちが普段、なじみが無くどんな活動をしてい

るのか?わからないボランティア団体がたくさんあ

ります。どこの団体も実際にはあまりお金が無く、

苦労をしているようです。そんな団体からいろいろ

な活動に対して、お話をして頂き、必要な物があれ

ば寄贈をする事業なんかの意見も出てました。また、

いろいろなボランティア団体と共にパラリンピッ

ク競技にもなったボッチャ競技用のボッチャ用具、

ランプ等、本格競技用具を寄付したり、ロータリー

クラブメンバーとボッチャを学んだり、大会を開催

したりなどの事業も考えられます。 

ボッチャ競技はパラリンピックの正式競技でもあ

り、釧路南ロータリークラブとしても釧路でのボッ

チャ競技人口を増やし、将来パラリンピックに出場

できるほどの選手が育つことを願った事業も良い



のではと話がありました。 

最後にこれは私の意見ですが先ほども話していた

通り、少子高齢化社会で青少年が犯罪に巻き込まれ

ている時代でもあります。 

私が小さい頃に公園に遊びに行っていると「何時ま

でに帰っておいでよ」って親に言われてました。 

そう言われていつも公園で思っていたことがあり

ます。時間が分からない・・・ということで公園に

時間が分かるように時計台 1台を設置する事業なん

かも良いのではと思います。最後にロータリークラ

ブにはいろんな補助金があります。 

なかなか難しいグローバル補助金などにもチャレ

ンジし、国際的なパートナーシップを強化していく

こともロータリークラブとして、必要なのではない

かと思います。 

 

 

◆Ｂグループ 発表 佐久間会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは家庭集会 11/14(月)グループの発表をいた

だきます。 

場所は鴨とり権兵衛さんで 19 時から佐藤真之介座

長のもと菊地会長・長井副会長・工藤会員・発表者

佐久間を含めた計 5名で開催いたしました。今回の

テーマは「地区補助金の件」という事で参加された

メンバーと様々な話をしましたので、発表をさせて

いただきたいと思います。 

 南ロータリー主催でのゲストをお招きしての開催

事業を行いたいと!以前コロナ前になるのですが、

前田年度の時に行いました「地区補助金事業例会

の上方落語会」コチラは老健くしろさんに笑福亭

鉄瓶さん他 2 名をお招きして落語を開いていただ

き笑いの楽しさを体感できたことが非常に心に残

っているという事で、またこのような開催事業を

行いたいという話がでました。 

 現在はコロナ過の中ですが、その後のコロナ明け

を見据えて予算の支出を抑えその後の為に力を蓄

えてはといった声もあがりました。 

 スポーツ大会の開催ではなく、参加選手・もしく

は保護者の方たちの移動費などの補助・支援をし

て、大会にかかる遠征費などの手助けができない

かといった声もありました。 

 こちらは補助金事業になるかはわかりませんが、

以前 第 7分区の事業で行った、恋問館の海岸線で

のゴミ拾いがとてもゴミが多く印象に残ったとい

う事から、当クラブ主催で何かが出来ないがとい

った声もあがりましたので是非この後の議題の一

つに上げていただけたらと思います。 

それでは次のお題に入りますが「新入会員の勧誘及

び退会防止」といった事でこのような意見がでまし

たので、発表させていただきます。 

 退会にいたる理由として話をしましたが、一つ金

銭面の事でした。コチラはなかなか手助けは難し

い事ではありますが、会費の納入方法の幅を広げ

るなど検討をしてみてはといった声がありました。 

 他に休会が続いてしまうと行きづらくなることか

ら幽霊会員になってしまうケースも過去にはあっ

たと思いますが会員みんなでのサポートなど声掛

けや話しやすい環境づくりなどを今一度考えてみ

てはいかがかといった声。 

 各委員会もしくはカテゴリーでの月一交流などを

開催するなど会員間の親睦を深めてはいかがとい

った声。 

 入会の浅い会員などに何かしらの役割を設けるな

ど、クラブの事を知る意味でもあり、そのことに

よって先輩たちに質問など話の場を増やし交流の

機会を設けるといった話がでました。 

以上 11/14 グループの発表を終わりたいと思いま

す。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

・次回のプログラム 

１１月２５日（金） 

「 会員交流例会 」夜間例会 18：30～ 

会場 ANAクラウンプラザホテル＋WEB 

 担当：親睦活動委員会 

・点 鐘              菊地会長 

今週の会報担当：木内治彦会員 


